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＊1 FeliCa�：ソニー㈱が開発した非接触型IC
カード技術方式．同社の登録商標．

＊2 MyFACE�：㈱NTTドコモの登録商標．

1. まえがき
近年，スマートフォンの台頭やモ

バイル市場の高度化・多様化により

膨大なサービス・製品・情報があふ

れる中，操作性を向上させた情報ア

クセスツールの実現や，生活支援ツ

ールに対するユーザのニーズが高ま

っている．一方で，さまざまな機

能・アプリケーション・サービスが

提供されている中，ユーザの中には

使用したい機能やサービスに容易に

到達できないため利用機会を逸して

いるという課題があった[1]．

このような問題意識を背景に，

2011-2012冬春モデルでは，ユーザ

と移動端末の接点の1つである待受

画面から，ネットワークサービスや

端末内機能へ容易にアクセスするた

めのユーザインタフェース（UI）と

してPalette UI機能を開発した．

また，おサイフケータイでも，サ

ービス導線を短縮し操作性を改善す

るとともに，サービスプロバイダで

の開発・運用コストの大幅な低減を

図るために，iモードブラウザから

直接FeliCa機能にアクセスできるア

クセス機能を導入した．

さらに，現状の iアプリでは，

iアプリ内部に保持できるデータ容

量が少なく，大容量データを扱うリ

ッチなコンテンツを作成することが

難しくなっていることから，iアプ

リの表現力を向上させるための機能

拡張を行った（写真1）．

本稿では，Palette UI機能とブラ

ウザからのFeliCaアクセス機能，お

よびiアプリ機能拡張，について解

説する．

2. Palette UI
2.1 概　要
Palette UIの概要を図1に示す．

Palette UIは待受画面左右方向に，

webコンテンツを貼り付けられる機

能（以下，Face機能），待受画面下

方向に，複数機種間で統一したイン

タラクションを備えたショートカッ

ト機能（以下，Box機能）を搭載し

た．これにより，待受画面を起点と

したwebサイトや移動機内の各サー

ビス（iアプリ，iコンシェルなど）

や，各機能（電話帳，ブックマー

ク，スケジューラ，アラームなど）へ

のアクセシビリティの向上を図った．

2.2 MyFACE機能
MyFACE�＊2とは待受画面からの

左右キー操作／タッチパネル上での

左右フリック操作で遷移することが

できるwebコンテンツ（以下，Face

コンテンツ）の集合体である．自動

的に更新される最新情報をテレビの

チャンネルを切り替えるかのように

次々と見ることができ，その先の

webサービスや端末機能へスムーズ
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写真1 2011-2012年冬春モデル
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Box機能 

MyFACE機能 

Faceコンテンツは左右方 
向の行き止まりがなく， 
ループしている 

上下キーで 
Face内操作 

待受画面から 
左右キーで 
Face表示 

Faceコンテンツは 
待受画面を除き， 
12枚設定可能 

左右キーで 
Face切替 

※1　エブリスタ�：㈱エブリスタの登録商標． 
※2　おサイフケータイ�：㈱NTTドコモの登録商標． 

図1 Palette UIの概要
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に連携することができる．

Faceコンテンツの追加イメージを

図2に示す．ユーザはiモードブラウ

ザから好きなFaceコンテンツをダウン

ロードして追加することができる．ダ

ウンロードしたFaceコンテンツはダウ

ンローダブルFaceコンテンツと呼ぶ．

ユーザはダウンローダブルFace

コンテンツを自由に並び替えたり，

削除したりすることができる．ま

た，ユーザがFaceコンテンツ自動

更新可否設定を有効にすることで，

最新情報へ自動更新することができ

る．さらに待受け画面上に，最新情

報へ更新されたFaceコンテンツが

ある旨の通知アイコンを表示する．

これにより，ユーザは最新情報をよ

り早く得ることが可能となる．

また，赤外線， i C 通信 ＊ 3，

microSDTM＊4を介した移動端末間の

Faceコンテンツの移動，iモードブラ

ウザ／フルブラウザ／ワンセグ／電

話／メール／iアプリへの連携起動，

およびメール連携起動を利用して，

簡易な方法で家族や友達にFaceコン

テンツを紹介することが可能である．

Faceコンテンツの構成を図3に

示す．FaceコンテンツはFaceメタ

ファイルと呼ばれるFaceコンテン

ツの設定情報ファイル（XML

（eXtensible Markup Language）＊5フ

ァイル）と HTML ファイル群

（HTML/XHTML，JavaScript ＊6，

CSS（Cascading Style Sheets）＊7，

TEXT，画像，Flash）から構成され

るwebコンテンツ）から構成され

ている．HTMLファイル群とする

ことで，既存のiモードブラウザの

機能を流用することができ，携帯

電話の開発費の軽減やコンテンツ

プロバイダの参入障壁を取り除く

ことを実現した．

8

＊3 iC通信：Felica搭載携帯端末同士をかざ
すだけで利用することができるデータ通
信機能．

＊4 microSDTM：SDアソシエーションの商
標．

＊5 XML：文書やデータをタグと呼ばれる文

字列で囲むことで，意味や構造をもたせ
るためのマークアップ言語．ほかに有名
なマークアップ言語としてWebサイトの
構成に使われるHTMLが存在するが，
HTMLではタグがあらかじめ定義されて
いるのに対して，XMLではユーザが独自

のタグを指定することが可能である．
＊6 JavaScript：webブラウザなどでの利用

に適したスクリプト言語．
＊7 CSS：HTML，XMLなどとともに利用さ

れ，各要素の表現（表示）方法を示す仕
様．
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ユーザ 移動端末 サーバ 

ダウンロードボタン押下 

Faceメタファイルの取得 

Faceコンテンツの保存 

Faceコンテンツの表示 

並び替え画面表示 

自動更新可否設定画面表示 

並び替え操作 

自動更新可否を選択 

Faceメタファイル 

HTMLファイル群の取得 

HTMLファイル群 

取得完了まで 
繰り返す 

図2 Faceコンテンツの追加

Faceコンテンツ（HTMLファイル群） 

画像 Flash HTML/XHTML

CSS JavaScript TEXT

Faceメタファイル 
（XML） 

図3 Faceコンテンツの構成
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�Face描画方法

Faceコンテンツの描画に関する

実装構成を図4に示す．今回開発し

た携帯電話では，Faceコンテンツ

の描画についてはiモードブラウザ

の描画エンジンを，Faceコンテン

ツの切替えや，並替え画面表示な

どについてはiコンシェルやスケジ

ューラの描画エンジンを利用して

Face機能を実現した．

FaceコンテンツはHTMLファイ

ル群で構成されており，その仕様は

iモードブラウザ2.1の仕様[1]をサポ

ートしている．そのため，JavaScript

（Ajax＊8），CSS，Cookie＊9，Flash�＊10，

外部アプリ連携機能などiモードブラ

ウザ2.1の機能をそのまま利用すること

でリッチな表現が可能である．さらに

iモードブラウザ2.1の強固なセキュ

リティレベルも継承されるため，昨

今社会問題となっている携帯電話へ

のセキュリティ上の脅威も防ぐこと

ができ，安心安全の提供を実現した．

開発にあたり，Faceコンテンツお

よび待受画面の画面遷移におけるユ

ーザ操作に対する応答性の性能が，

サービスが利用されるかどうかの最

も重要な判断基準のひとつであると

考えた．そこでFaceコンテンツ間

の画面遷移中においては，Faceコン

テンツのキャプチャ画像を使用して

表示することによりFaceコンテン

ツのHTMLファイル描画処理を省

略した．これにより画面遷移速度の

高速化を実現した．

�自動更新

常に最新情報をユーザに提供す

るために自動更新機能を開発した．

自動更新時間分散のイメージを図5

に示す．Faceメタファイル内に書

かれた複数指定可能な更新時間（0

時～23時）に従い，端末側からコ

ンテンツの再取得，コンテンツの

更新を行う．このとき同時刻に一

斉に更新し，ネットワーク負荷が

9

＊8 Ajax：webブラウザに実装されている
JavaScriptのHTTP通信機能を使って，
webページのリロードを伴わずにサーバ
とXML形式のデータのやり取りを行って
処理を進めていく対話型webアプリケー
ションの実装形態．

＊9 Cookie：ユーザに関する情報やサイトへ
の訪問時間／回数などを移動端末に保存
し，ユーザの利便性を向上させる機能．

＊10 Flash�：Macromedia社（現Adobe社）
が開発した，音声やベクターグラフィッ
クスのアニメーションを組み合わせて作

成されたコンテンツ（ファイルの拡張子
は.swf）．
Flash�は，Adobe Systems Inc. の米国お
よびその他の国における商標または登録
商標．
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高くなることを避けるため，移動

機製造時もしくは端末初期化時に

決定するランダムに割り当てた時

間（0分0秒～59分59秒）に従って

自動更新を行うこととした．これ

により，更新処理が分散するため

ネットワーク負荷の軽減を図った．

�セキュリティ

Faceコンテンツ作成者の権利を

保護するための実装方式を図6に示

す．FaceメタファイルにはHTML

ファイル群のURLが記述されてい

る．悪意のある作者が他人の

HTMLファイル群のURLを無断で

利用し，あたかも自分が作成した

Faceコンテンツであるかのように

配布することが可能となってしま

うことが危惧される．この課題を

解決するため，Faceコンテンツダ

ウンロード時に，Faceメタファイ

ル取得元URLとHTMLファイル群

のURLの比較を行い，同じドメイ

ンの同じディレクトリ，もしくは

その配下のディレクトリの場合の

みHTMLファイル群を取得可能と

する機能を実装した．これにより，

Faceコンテンツ作成者の権利を保

護することが可能となった．

2.3 Box機能
Boxとは待受画面下方向に拡張し

た仮想画面上に，使用頻度の高い

各サービスや，各機能へのショー

カットをフラットかつ自由に並べ

ることが可能な機能である．さら

に，最も使用頻度が高いサービス

や機能については待受画面下部に4

つまでショートカットを設置可能

とした．

また，フォルダ機能を有する区

切り線を設けることにより，ショ

ートカットを簡易にフォルダ管理

することを可能とした．区切り線
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ユーザが利用設定をONにした時間（分）を基準にした例 がついている時間に更新実施 

ユーザA

ユーザB

ユーザC

ユーザD

ユーザE

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 

更新間隔 

ユーザが利用設定をONにした時間 
もしくは乱数で決定 

１時間の間でトラフィックを分散可能 

利用設定をONにした時間もしくは乱数に決められた時間を基準に， 
１時間単位で更新タイミングをあらかじめスケジュールしておく 

10：15 11：15 12：15 13：15

10：35 11：35 12：35 13：35

10：05 11：05 12：05 13：05

10：25 11：25 12：25 13：25

9：55 10：55 11：55 12：55 13：55

図5 自動更新時間分散のイメージ
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には画面遷移せずに1アクションで

フォルダ開閉が可能であるアコー

ディオン表示機能を採用し，不要

なショートカットを簡易に隠すこ

とで利便性を向上させた．

なお，ショートカットを他のフ

ォルダに移動しようとした際には，

新規区切り線をBox最下部に表示

することで，ユーザが区切り線の

追加操作を行うことなく，新規区

切り線の自動作成を可能とした．

その結果，ユーザの操作負担の軽

減を実現した．

3. ブラウザからの
FeliCaアクセス機能

3.1 導入背景
従来，おサイフケータイではFeliCa

チップにアクセスするためのアプリ

ケーション（以下ICアプリ）を各

サービスプロバイダが個々に開発し

ている．そのため，おサイフケータ

イ機能を利用するためには，ユーザ

が各サービスプロバイダのwebペー

ジからICサービスごとにICアプリ

をダウンロード・起動して初期設定

をする必要があり，サービス開始ま

での利便性が低下しているという問

題があった．おサイフケータイのサ

ービスを利用できるようになるまで

の手順の煩雑さ解消についてのユー

ザからの要望も多く，さらなるサー

ビス拡大にむけ解決すべき重要な課

題となっている．

一方，サービスプロバイダの観

点では，FeliCaチップは金銭相当の

データを保持しているため，消失

や漏洩などが発生しないような，

セキュアなアクセスを実現するIC

アプリの提供が必要となる．その

ため，既存・新規のサービスプロ

バイダを問わず，ICアプリの開発

および保守はサービス提供の大き

な障壁となっている．

そこで，これら2つの問題を解決

するため，各ICサービスから共通

に利用できるプリインストールIC

アプリ（以下，共通ICアプリ）を介

して各サービスプロバイダのWeb

ページからFeliCaチップにアクセス

するための機能を実現した．

この機能の実現により，各サービ

スプロバイダはICアプリの開発，

保守が不要となり，webページの開

発に注力すればよくなるため，結果

としてサービス参入・運営障壁を大

幅に低減することが可能となる．ま

た，ユーザも事前に個別のICアプ

リをダウンロードする必要が無くな

り，利便性が大幅に改善される．

3.2 ICサービスの表示方法
共通ICアプリを導入することで，

決済状況履歴確認やチャージ画面の

ユーザへの見せ方に新たな課題が生

じる．従来，各ICアプリは対応す

る1つのICサービスを発行してい

た．そのため，端末上のICカード

一覧画面ではICアプリ単位で表示

することで，各ICサービスを表示

していた．しかし，今回の機能で

は，共通ICアプリが複数のICサー

ビスを発行するため，従来の表示方

法ではユーザに対してICサービス
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Faceコンテンツサーバ 

ファイル取得 

ダウンロードやバージョンアップ 

『Faceメタファイル』のURLと 
『HTMLファイル群』のURL 
を比較し，取得可否を決定 

HTML 
ファイル群 

Faceメタファイル取得元サーバ 

Face 
メタファイル 

図6 Faceコンテンツ作成者の権利を保護するための実装方式
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の個々の表示ができない．

そこでFeliCaチップの内容を読み

取り，実際に発行されているICサ

ービスを特定し，表示するための機

能を新たに開発した．実現したイメ

ージを図7に示す．図7に示すとお

り，ICカード一覧画面のトップに存

在するオンラインサービス一覧を選

択すると，オンラインサービス一覧

画面に遷移する．このオンラインサ

ービス一覧画面に表示されているIC

サービスが，共通ICアプリで発行

したICサービスとなる．

この機能の実現により，従来のIC

サービスと同レベルの見せ方を提供

することが可能となった．

3.3 非対応端末との間の
ICサービス移行機能

おサイフケータイで重要となるも

う1つの機能は，過去端末から新端

末へのICサービス移行（iCお引越

しサービスTM＊11）である．過去端末

など，本機能非対応端末には共通IC

アプリによるFeliCaチップアクセス

機能が存在しない．そのため，非対

応端末と対応端末との間でICお引

越しを行う場合，中継する際に端末

間の差分の吸収が必要となる．具体

的には，非対応端末から対応端末に

ICサービスを移行する場合，個々の

ICアプリから共通ICアプリへのIC

サービスの移行が必要であり，また

対応端末から非対応端末にICサー

ビスを移行する場合，共通ICアプ

リから個々のICアプリへのICサー

ビスの移行が必要である．

そこで ALADIN（ALl Around

DOCOMO InformatioN systems）＊12

に上記ICサービスの移行を行う機

能を開発し，非対応端末との間の互

換性の確保を実現した．

この機能の実現により，ブラウザ

からのFeliCaアクセス機能に非対応

な端末と対応している端末との間で

もICサービスの移行が可能となり，

ユーザ，サービスプロバイダ両者に

対して本機能対応端末への移行促進

が図れる．

4. iアプリ機能拡張
4.1 導入背景
従来のiアプリ[2]では，大容量デ

12

＊11 iCお引っこしサービスTM：㈱NTTドコモ
の商標または登録商標．

＊12 ALADIN：顧客管理システム．
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ICカード一覧 
23:59

サブメニュー 表示切替 
起動 

1 
 
2 
 
3 
 
4 
 
5 
 

12

6

9 3

DTJ

オンラインサービス一覧 

23:59

サブメニュー 表示切替 
起動 

1 
 
2 
 

ミセスドーナッツ 

Eby

Mrs. 
doughnut

Eby公式サイト 
23:59

サブメニュー 

戻る 

ブックマーク 
選択 

電子マネーEby

FeliCaチップの内容からICサービスを判定 

共通ICアプリで発行した 
ICサービス 

個別のICアプリ 

おサイフケータイ 
23:59

従来と同じ 
ICカード 
一覧画面 

サブメニュー 

使い方 

きせかえ 
選択 

ブラウザ 
起動 
 

モバイルswimn

オンラインサービス 
一覧 

ICカード一覧 
DCMX 
トルカ 
設定 
利用中サービス一覧 
ICオーナー確認 
ICオーナー変更 
iモードで探す 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8

モバイル 
DTJアプリ DL

ソフト一覧へ 

モードで探す 

サービスを利用する 

Ebyパラ　登録で… 
50円分プレゼント 
Ebyパラ　登録で… 
50円分プレゼント 

初めての方へ 
ポイントを貯める 
キャンペーン情報 
お店検索 

図7 ICサービスの表示イメージ
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ータを扱うリッチなアプリケーショ

ンを作成することが困難であった．

その理由は大きく2つあり，1つは

iアプリ本体の容量制限のために，

iアプリ内部に大容量のリソースを

保持することが困難なこと．もう1

つはiアプリ外部のデータ保存領域

を使用する場合に制約があることで

ある．1点目については，従来の

i アプリでは本体の JAR（Ja v a

Archive）＊13ファイルのサイズとスク

ラッチパッド＊14のサイズはあわせ

て2MBまでとなっており，iアプリ

の内部に大容量の音声や動画ファイ

ルなどのリソースを保持することが

難しかった．2点目については，従

来，iアプリで利用するリソースフ

ァイルの保存先としては，データ

BOX＊15，スクラッチパッド，サー

バ，外部メモリ（microSDカードな

ど）の4つがある．しかし，データ

BOXについては，特定の種別のファ

イルしか読み書きすることができ

ず，ファイルの読み書きの際にユー

ザによるデータ選択画面やユーザ確

認画面が表示されるという制約があ

る．サーバに関しては，容量の制限

はほとんどないものの，リソースを

取得するたびに通信が発生するた

め，ユーザにパケット通信料が発生

するという制約や，電波状況のよい

場所でしか利用できないといった制

約がある．外部メモリに関しても，

容量の制限はほとんどないものの，

内部メモリに比べてデータの読み書

きに時間がかかるという制約や，ユ

ーザが外部メモリを用意しなければ

ならないといった制約がある．

これら2つの点については，以前

からコンテンツプロバイダからも改

善要望があった．

そこで，2011 -2012年冬春モデル

では，大容量データを扱うリッチな

iアプリを作成可能とするために，

以下の機能拡張を行った．これによ

って，例えばメールデータを移動端

末内部に保持するメールアプリや，

コミックデータを端末の内部ストレ

ージに保持するコミックアプリなど

が実現可能となる．また，今回のi

アプリ機能拡張は大幅な拡張となる

ため，Starプロファイルのバージョ

ンをStar-1.5からStar-2.0にバージョ

ンアップした．

4.2 iアプリ容量拡大
従来のiアプリでは2MBであった

本体のJARファイルのサイズとスク

ラッチパッドのサイズを，本モデル

では10MBまで拡張した．しかし，

iアプリ本体の容量を拡大すると，

iアプリの起動時間の増加およびヒ

ープメモリ＊16使用量の増加という

問題が発生する．起動時間の増加に

対しては，後述する起動時画像の表

示によって，iアプリが起動するま

でのユーザの体感時間を減らすとい

う対策を行った．また，ヒープメモリ

使用量の増加に対しては，端末のヒー

プメモリの搭載量の拡大を行った．

4.3 iアプリデータの内部
ストレージへの保存

前述した外部のデータ保存領域を

使用する場合の制約を解消するため

に，iアプリで利用するリソースフ

ァイルを移動機の内部ストレージに

保存することを可能とした．各デー

タ保存領域のイメージを図8に示

し，各データ保存領域の機能比較表

を表1に示す．内部ストレージは端

末の内部メモリの状況にもよるが，

13

＊13 JAR：Javaソースコードをコンパイルす
ることにより生成される複数のJavaバイ
トコードを1つにまとめたファイル形式．

＊14 スクラッチパッド：移動端末内の記憶装
置に確保され，iアプリで利用可能なデー
タの保管領域．個々のiアプリに割り当て

られた領域は，他のiアプリからはアクセ
スできない．iアプリの実行が終了しても
データは保持され続ける．ユーザはスク
ラッチパッド内のデータを閲覧すること
はできない．

＊15 データBOX：FOMA端末において，画像

や動画などの各種データの保管領域．ユ
ーザはデータBOX内のデータを閲覧する
ことが可能．

＊16 ヒープメモリ：OSやアプリケーションソ
フトが使用するメモリ領域の一種
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サーバ 

リソース 
ファイル 

リソース 
データ 

リソース 
ファイル 

リソース 
データ 

リソース 
ファイル JAR

iアプリ 

SP

JAR

iアプリ データBOX

SP リソース 
ファイル 

リソース 
ファイル 

iアプリ内部ストレージ 

リソース 
ファイル 

画像 動画 

マチキャラ 

… 

音楽 

リソース 
ファイル 

リソース 
ファイル 

移動機 内部メモリ 外部メモリ 

図8 データ保存領域のイメージ
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数十MB以下のサイズのデータを扱

うのに比較的適している．内部スト

レージの各階層におけるフォルダお

よびファイルの配置例を図9に示

す．第1階層をルートフォルダ＊17と

し，第2階層に各アプリ固有のフォ

ルダを作成し，各アプリは自アプリ

固有フォルダ内にデータを作成す

る．他のアプリ固有フォルダ内のデ

ータの読み書きは不可としている．

データはファイルの形式で保存さ

れ，ファイルの拡張子に制限はな

い．内部ストレージに保存された

iアプリデータは移動端末のデータ

BOX上では表示されない．

4.4 PNG対応
従来，iアプリで使用可能な画像種

別は JPEG，GIF（Graphic Inter-

change Format）＊18，BMP（Bitmap）＊19

のみであった．画像の透過処理を実

施したい場合はGIFを使う必要があ

るが，GIFは扱える色数が少ないた

め，iアプリでは高精細な画像に透

過処理を施して表示することができ

なかった．

そこで，本モデルでは高精細で

透過処理が可能なPNG（Portable

Network Graphics）＊20形式の画像を

iアプリで利用可能とした．透過処

理については，アルファ値＊21およ

びtRNSチャンク＊22による透過指定

に対応している．

また，PNG画像はiアプリ上での

利用だけでなく，ソフト一覧のアイ

コン・サムネイル画像およびメイン

タイトル画像においても利用可能と

している．

4.5 フォント改善
従来，iアプリで指定可能なフォ

ントサイズは，全角12×12dots，

16×16dots，24×24dots，30×

30dots，32×32dots，48×48dots，

60×60dotsの7種類および，端末メ

ーカが独自に対応しているフォン

トサイズのみであった．そのため，

iアプリ作成者にとってデザインが

制約されるという問題があった．

そこで，本モデルでは，表示可能

なフォントサイズを増やすため，全

角12×12dots（半角6×12dots）か

ら全角 60 × 60do t s（半角 30 ×

60dots）までの範囲のフォントサイ

ズを1dot単位で指定できるように

した．

4.6 起動時画像
従来，iアプリ起動時には，起動

時の画像としてどのiアプリでも共

通の画像が表示されている．作成し

たiアプリと関係ないものが画面に

表示されることにより，iアプリの

世界観が損なわれてしまうという問

題があった．

そこで，本モデルでは，iアプリ

14

＊17 ルートフォルダ：フォルダ階層において，
最も上に位置するフォルダ

＊18 GIF：画像ファイルフォーマットの1つ．
256色以下の色で表すことができる．

＊19 BMP：画像ファイルフォーマットの1つ．
最大で約1,678万色を表すことができる．

無圧縮のため，他のフォーマットに比べ
てファイルサイズが大きい．

＊20 PNG：画像ファイルフォーマットの1つ．
最大で約280兆色を表すことができる．透
過処理が可能．

＊21 アルファ値：PNGファイル内に存在する

透過処理に関するパラメータ値．
＊22 tRNSチャンク：PNGファイル内に存在

する透過処理に関するパラメータ値．
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データBOX スクラッチパッド 内部ストレージ サーバ 外部メモリ 

データ保存先 

容量制限 

読み書きの速度 

使いやすさ 

△ 
・移動機の内部メモリ 
　の上限に依存する 

× 
・ユーザ操作が必要 
　となるため 

× 
・特定の種別のファ 
　イルしか読み書き 
　書きができない 
・ファイルの読み書 
　きの際にユーザに 
　よるデータ選択画 
　面やユーザ確認画 
　面が表示される 

◎ ◎ 
△ 

・通信環境に依存する 

○ 
・外部メモリの規格に 
　依存する 

◎ ◎ 

× 
・ユーザにパケット通 
　信料が発生する 
・電波状況のよい場所 
　でしか利用できない 

× 
・ユーザが外部メモリ 
　を用意しなければな 
　らない 

× 
・JARとあわせて 
　10MB

△ 
・移動機の内部メモリ 
　の上限に依存する 

◎ 
・サーバの容量に依存 
　する 

○ 
・外部メモリの容量に 
　依存する 

表1 各データ保存領域の機能比較表
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の世界観を極力損なわないために，

iアプリ起動時に表示する画像をiアプリ

側で設定することを可能とした．表

示する画像は縦画面用の画像と横画

面用の画像の2種類を設定可能とし

ている．対応する画像のファイルフ

ォーマットはJPEG，BMP，GIF（ア

ニメーションGIFを含む），PNGと

している．設定可能な画像ファイル

の縦横のサイズには制限は設けず，

拡大・縮小はせずに画面中央に表示

する．

5. あとがき
本稿では，Palette UI機能，ブラ

ウザからのFeliCaアクセス機能，

iアプリ機能拡張，について解説し

た．今回開発したアプリケーション

によって，端末内機能やネットワー

クサービスへのユーザのアクセス導

線を短縮し，より便利で使いやすい

プラットフォームを実現した．

今後も一層多様化すると考えられ

るサービスやユーザニーズに応えら

れるアプリケーションの開発を行う

予定である．
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図9 内部ストレージの各階層におけるフォルダおよびファイルの配置例
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